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ンバーガーに豪快にかぶりついた。ホクホク
のポテトも相まって、まさに「アメリカのジャン
クフード」という満足感があった。店員さんも
気さくで、楽しい食事になった。 
 
続いて向かったのは国立自然史博物館。 
館内はとにかく広く、展示の種類も多い。生
き物の展示だけでなく、輝く宝石のコレクショ
ンもあり、どれも見応えがあった。気づけば2
時間半があっという間に過ぎていた。 
 
その後、記念塔の前を通りかかった。アメリ
カに来てから一番近くで見ることができ、写
真を撮ろうとすると塔の上部が画面に収まら
ないほどの高さだった。 
 
集合場所まで時間があったため歩いて向か
うことになり、結果としてこの日の歩数は2万
歩を超えた。途中にはジェファーソン記念堂
も見え、思いがけず観光が増えた形になっ
た。 
 
最終目的地の Pentagon City Mall には、　
　ちょうど良い時間に着いたと思ったが、実
は3班が最後の到着だったようだ。 
　非常に濃密なワシントン観光となった。 
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ホテルを出発し、地下鉄で L’Enfant Plaza 
へ向かった。こちらの地下鉄は車両が五角
形のような独特の形をしていて、加速度も大
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きく、日本の電車とはかなり感覚が違う。国
際スパイミュージアムの入場時間まで少し余
裕があったので、周辺を歩きながら本場のス
ターバックスに立ち寄った。アメリカでは最小
サイズがTallで、注文するとカップに名前を
書いてくれるのだが、日本人の名前はなか
なか聞き取ってもらえない。スペルを伝える
と「ああ、そういうことね！」と明るく笑ってく
れ、その雰囲気がいかにもアメリカらしいと
感じた。なお、スパイ博物館には飲み物を持
ち込めないため、入口の前で急いで飲み干
すことになった。 
 
国際スパイミュージアム に入館すると、セ
キュリティチェックでバッグを開けられている
メンバーがいて、少し緊張した。展示の説明
をじっくり読みながら進んでいたら、ミッション
の10％を終えるだけで30分もかかってしま
い、途中からペースを上げることにした。一
人ひとり違うミッションが割り当てられる仕組
みは面白く、入館料の高さにも納得できた。
最後には、自分に合った“おすすめの変装”
まで教えてくれるのがユニークだった。 
 
博物館を出て、徒歩で Potbelly というサンド
ウィッチ店へ。アボカド入り、キノコ入り、ベー
コン入りなど、ざっと20種類ほどのメニュー
があり、選ぶだけでも楽しかった。店員さん
が丁寧に注文を確認してくれたのもありがた
かった。近くの売店ではホームレスにお金を
求められたメンバーもいたが、特に問題なく
済んだようだ。 
 
昼食後は再び歩いて 自然史博物館 へ向
かった。道中ではサクサモクレンがちょうど
見頃で、白と薄紫の花が風に揺れていた。
館内は団体客でにぎわっており、人類の進
化や宝石の展示、哺乳類の模型などを見て
回った。スパイ博物館からの移動も含めて
かなり歩いていたため、途中でベンチに座っ
て休憩することにした。外に出ると、鳩の体
つきが日本よりずっと大きくて驚いた。日差し
は暖かいのに、風だけはずっと冷たかった。 
 
予定より少し早めに Pentagon City Mall へ
向かうことにした。地下鉄に乗ると、車両同
士を行き来できない構造になっていることに
気づき、またひとつ日本との違いを感じた。
モールに到着すると、服屋が多く、見て回る
だけでも時間が過ぎていった。女子メンバー
はシナモンシュガー味のプレッツェルを買
い、店員さんに「中国人？モンゴル人？」と

 

 


